
問中央図書館　℡ 24-1507

【12月のおはなし会】

◆こども図書館
（午前 10時 30分～）
    4 日土　おはなし玉手箱
    9 日木　ひよこのおはなしかい
  18 日土　むかしむかしのおはなし会
（午後 2時 30分～）
  11 日土　おはなしフレンズ

　

猫
松
遺
跡
は
、
八
郷
地
区
東
成
井
に
存
在
す

る
遺
跡
で
、
国
道
３
５
５
号
石
岡
岩
間
バ
イ
パ

ス
建
設
に
伴
い
、発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

縄
文
時
代
や
古
墳
時
代
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ

た
ほ
か
、
約
２
万
年
前
、
旧
石
器
時
代
の
石
器

が
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
見
さ
れ
た
石
器
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
な
ど
の

製
品
だ
け
で
は
な
く
、
原
石
や
石
を
打
ち
欠
い
て

残
っ
た
石せ

っ
か
く核
、
製
作
過
程
で
飛
び
散
っ
た
石
く
ず

も
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
単
に
旧
石
器
時
代
人

が
狩
り
を
し
た
場
所
で
は
な
く
、
石
器
を
製
作
し

た
跡
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
石
器
に
は
瑪め

の

う瑙
や
安
山
岩
と
い
っ
た

茨
城
県
内
で
採
れ
る
石
だ
け
で
は
な
く
、
県
外

で
採
れ
る
石
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
石
器

に
適
し
た
石
材
を
求
め
ま
わ
る
旧
石
器
時
代
人

の
知
恵
や
苦
労
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

猫
松
遺
跡
の
石
器
は
、
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で

開
催
中
の
企
画
展「
石
岡
を
掘
る　

総
ま
く
り
」

で
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間
／
12
月
26
日
日
ま
で

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
(
石
岡
小
敷
地
内
)

休
館
日
／
月
曜
日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
開

館
状
況
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
お
出
か
け
前
に
最
新
情
報

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
▼
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※※掲載しているイベント・休館日などの情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて中止また
は変更になる場合があります。最新の情報は図書館ホームページをご確認ください※※

イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

【12月の休館日】
6 日月・13 日月・20 日月・27 日月・29 日水
～ 1月４日火 

▶
猫
松
遺
跡
の
石
器

八郷総合支所内 新図書館の名称
「郷の本棚 やさと図書館」に決定

　県内にある仏像を紹介しながら、仏教史の変遷を学びます。
日時：１月 22日土　午後２時～ 4時
場所：中央図書館　読書室 
講師：黒澤彰

しょうさい

哉 氏（文
も ん じ ゅ い ん

殊院住職）
定員：40人
申込方法：12月 1日水以降に、電話または図書館カウンター

で申し込み
※延期前に申し込みした人は申込不要です。

歴史講座
「仏像から見た茨城の仏教史」

新図書館の名称は、応募総数１８４件の中から、石岡市細
谷在住の潮田壽

と し あ き

朗さん（写真）が考えた「郷の本棚　やさと
図書館」に決定しました。潮田さんは、八郷の「郷」と里山
のイメージ重ねてこの名称を考えたそうです 。名称募集へ
のご協力ありがとうございました。
※中央公民館図書室（柿岡）は、閉室いたしました。

お知らせ

追加募集



◆読者アンケートでいただいたご意見・ご感想をご紹介（一部抜粋）

・市内のフルーツ特集。地産地消のアピールがよかったです！（30代男性）
・石岡産シャインマスカット。好きなケーキ屋さんでシャインマスカットを使ったものが
あることを知り、すぐに買いに行きます。（40代女性）
・詐欺被害を防止。被害にあわないための【対策例】本当にためになりました。今後もよろ
しくお願いします。（70代女性）

たくさんのお便りありがとうございます♪今後ともお待ちしています（詳しくは裏表紙へ）

お便り紹介

俳
句

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

葛
の
海
変
り
果
て
た
る
休
耕
田

川
島　

市
郎
(
東
田
中
)

秋
寒
や
バ
イ
ク
出
て
ゆ
く
午
前
二
時

菅
野　

憲
枝
(
南
台
)

六
十
回
忌
父
に
手
向
け
る
庭
の
菊

田
口　

美
子
(
石
川
)

時
計
草
透
析
棟
の
垣
根
に
も

野
村　

洋
子
(
東
光
台
)

や
さ
と
俳
句
会

鎌
の
手
を
止
め
れ
ば
鎌
へ
蜻
蛉
来
る

馬
場　

小
零
(
片
岡
)

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
ま
ぢ
か
秋
高
し　

秋
山　

享
弘
(
宇
治
会
)

穂
芒
の
風
さ
ざ
な
み
と
な
り
に
け
り

荒
井　

栗
山
(
山
崎
)

山
鳩
の
高
鳴
く
朝
の
霧
深
し

石
田　

誠
一
郎
(
瓦
谷
)

川
柳

い
し
お
か
川
柳
会

頑
張
っ
て
百
ま
で
行
け
そ
こ
の
手
相　
　
　
　
　

安
部　

正
一
(
東
石
岡
)

踏
み
台
に
さ
れ
て
も
嬉
し
親
ご
こ
ろ　
　
　

石
塚　

芳
華
(
石
岡
)

朝
ド
ラ
で
体
内
時
計
オ
ン
に
す
る

　

岡
野　

は
つ
子(
小
幡
)

短
歌

石
岡
短
歌
同
好
会

西
村　

静
江
(
茨
城
)

言
の
葉
を
ゆ
る
り
ゆ
る
り
と
紡
ぎ
出
す
し
と
し
と
雨
の
長
き
ひ
と
日
に

内
田　

千
代
子(
東
光
台
)

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
絆
に
走
る
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
を
指
で
地
図
に
追
い
ゆ
き

田
村　

満
佐
(
南
台
)

す
み
と
ほ
る
眞
澄
の
池
に
一
つ
峰
の
筑
波
を
う
つ
す
故
郷
が
あ
る

俚
謡
(
都
々
逸
)

石
岡
俚
謡
会

篠
原　

美
千
代
(
国
府
)

招
く
芒
に　

思
い
を
寄
せ
て　

一
寸
お
澄
ま
し　

秋
の
月

惣
野
代　

英
子(
東
石
岡
)

虫
の
鳴
く
音
に　

思
い
を
は
せ
て　

恋
の
文
詠
む　

秋
夜
長

前
島　

く
に
子
(
貝
地
)

笠
を
か
ぶ
っ
た　

お
地
蔵
さ
ん
は　

疲
れ
知
ら
ず
に　

今
日
も
い
る

小
川
野　

蛙
(
府
中
)

髪
に
と
ま
っ
た　

落
ち
葉
を
そ
っ
と　

つ
ま
み
差
し
出
す　

君
の
笑
み

川
崎　

洋
子
(
若
松
)

虫
を
追
い
か
け　

子
猫
は
跳
ね
る　

老は

は母
と
連
れ
添
う　

草
む
し
り

石
塚　

芳
華
(
石
岡
)

お
国
訛
の　

想
い
出
連
れ
て　

南
部
風
鈴　

清
い
音

田
村　

こ
ま
く
さ(
鹿
の
子
)

床
に
就
く
な
り　

虫
の
音
合
唱　

秋
の
夜
長
に　

眠
り
入
る

暁　

夢
華
(
総
社
)

夏
と
秋
と
の　

行
き
交
う
空
は　

風
の
流
れ
に　

変
わ
る
雲

福
田　

泰
夫
(
東
光
台
)

身
体
不
自
由　

噯お
く
び

に
出
さ
ず　

掴
む
悲
願
の　

金
メ
ダ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

貞
臣
(
若
宮
)

人
生
は
今
気
が
つ
い
た
ら
親
父
ご
え

鈴
木　

君
江
(
山
崎
)

さ
る
す
べ
り
の
落
花
を
踏
み
て
行
く
道
に
季と

き

の
過
ぎ
ゆ
く
こ
の
一
瞬
も

荒
井　

幸
子
(
山
崎
)

魅
力
度
の
順
位
は
再
び
最
下
位
の
茨
城
な
れ
ど
安
堵
も
あ
り
て

植
木　

和
昭
(
小
倉
)

人
間
の
形
崩
れ
し
農
夫
な
れ
ど
夢
も
て
凛り

ん

と
生
き
ま
す
八
十
路
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